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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・3/21弥生祭りがあります。

・田向玲美様～3/20　14：00～見学予定。対応は慶長JGMが行う。デイケアの利用については主治医と相談の上検討していく。
・各種提出書類について、管理者印は慶長JGMが捺印する為、忘れずに提出すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備している為、各自確認して記載すること。

・4/20（土）六角堂祭、春の会実施。
・3/26（火）～3/28（木）中級昇格試験実施。

・利用者対応に気をつけ、対応した際は記録に残すこと。
・4/12（木）4/13（金）4/15（月）いずれかで慶長JGMがみさわにて勤務する予定。詳細決まり次第情報を共有していく。
・インフルエンザの警報が解除となっている。今後も油断せずに、感染対策は徹底して行うこと。
・7月より病院施設全面禁煙になる予定。ついては検討会が実施される予定となっている。

＜研修案内＞
〔外部研修〕
・3/23（土）アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28（木）認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。

＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）3/25（月）までに慶長JGMへ。書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。

＜利用者様情報＞
デイケア
・繁名　和恵様～本日7：00に頓服薬のリスペリドン服用。リスペリドンを飲むと調子が良いや、メリハリがつくと話し、6時間後に再び飲むことを話しているため、リスペリドンは幻聴などの症状がある時に服用するもので、飲むと「調子が良い」や「メリハリがつくから」という理由では飲むものではない事を伝えると、幻聴がある事を話している。
・淡路　智恵子様～胸の辺りで神様に死ぬと言われると話しており、いつ死ぬかわからないから昼食注文票に名前を書かなかった。前の主治医にあまり、言うと黙らせる薬を出すと言われた事から、その後主治医が変更になっても、グループホーム世話人にも話していないとのこと。

・成田　早希様～3/13に気持ちが悪くて目が覚め、その後眠るが再び同症状があらわれ嘔吐。再度眠り朝起きて、仕事に行ったが体調不良で早退。帰宅後に体温を測ると38.8度。その後、耳鼻科を受診し、インフルエンザの検査を受けたが陰性だったと話している。3/25胃カメラで検査予定。
・我満　奈津紀様～先週末より胃痛、吐き気が続いていたが、向井田胃腸科内科医院を受診し、処方してもらった薬を飲んでいるため胃痛、吐き気はないとのこと。症状がない事について、薬を飲んでいるから症状が無いのかもしれないと話している。3/26胃カメラによる検査行う予定とのこと。胃腸科内科医院を受診し食べ過ぎにより胃が荒れていると言われた事に関しては、食欲はあるが食べ過ぎず食事摂取量を減らしているとのことで評価している。昨日は実家と交際相手の家の墓参りに交際相手と一緒に行ってきたとのこと。

・寺沢　彩様～成田早希様のことを今日、来所するのか聞いており、なぜ気になるのか聞くと、寺沢様が出産し、その後、子供に会いたい、ラインでも会いたいと言ってくるから、ラインブロックした。「何で私が避けなければならないの」と話している。その後も、川口八寿子様の話し方が気に入らないと話す事がある。数日前に母様と喧嘩し、そういった環境変化で、周囲が気になっている可能性も考えられる為、他者トラブルに注意していく。

・上川原　豊様～他者への話し掛けが多く、自身で話を切り上げることが困難である。大きな声で昔住んでいる所が火事になったことや「○○知ってるよと大きな声で話す為、声量を押さえる様話すも、注意して直ぐは直るもののすぐに大きな声で話し始めている。本日気分の高揚さが認められることについて伝えると、「足が良くなったからだよ。動ける範囲が広がったし」と返答している。訪問看護師へ情報提供していく。

デイナイトケア

・吉田キクエ様～青風荘より情報提供があり、帰荘後に左膝裏の痛みを訴えている為詳細を確認すると歩行時に痛みが表出すると答えている。食事中に正座していることが多い為、食事等の床に座る際には正座しないよう助言しているとのこと。デイナイトケアでは来所の際に、「足が痛いんだよ」とスタッフに訴えており、歩行も足を庇うような歩き方となっている。膝裏の痛みについて心当たりを聞くと「長いこと膝折りしてたからだごった」と話しており、正座が原因ではないかと答えている。運動プログラムになると、促しの声を掛けたスタッフに足が痛いため出来ないと訴えており、スタッフが椅子に座って運動参加を促すと、上半身を動かして運動プログラムに参加している。
・岩城　敏夫様～青風荘より情報提供があり、今朝歩行時にふらつきが見られており、見守りの際には注意して見て欲しいとの依頼があった。デイナイトケアでは歩行時にふらつきなく過ごしている。

・古舘　正行様～青風荘より情報提供があり、20時頃、手指振戦があったとのこと。今朝は上記症状なく落ち着いて過ごしており、来所後も、手指振戦はなく、普段と変わった様子はない。
・板橋　利美様～夕食時全体の半分を残食している。青風荘より情報提供があり、嗜好品についても「味がしないんだよ」と答え、その為に、食事もおいしく感じられずに残食していると本人が話していると情報提供がある。来所後、昼食は全量摂取している。

ナイトケア

以上連絡なし。

＜勉強会＞

青陽館での制度対応について
医療区分
国民健康保険、健康保険、共済保険、生活保護
後期高齢者医療保険：
例）八戸市
①75歳以上の人
②65～75歳未満の人のうち、一定の障害がある人で、障害認定を受けている人
・身体障害者手帳1～3級
・身体障害者手帳4級の音声機能、言語機能またはそしゃく機能の著しい障害に該当する人（そしゃく機能の著しい障害のみ該当の場合は除く。）
・身体障害者手帳4級の下肢障害の1・3・4号に該当する人
・精神障害者保健福祉手帳1・2級、療育（愛護）手帳Aに該当する人
・障害年金1・2級の受給者
自立支援医療（精神通院医療）
上限額は0円（生活保護受給者）、2500円、5000円、10000円、20000円
有効期間は1年間。病態や治療方針に変更がなければ2回に1回は医師の診断書が省略できる
診断書：電子カルテ→紹介状・診断書類→登録済み文書→自立支援医療診断書

年金
・障害基礎年金1・2級、障害厚生年金1～3級、障害共済年金1～3級はH27.9.30までに受給権が発生した人のみ
3～5年毎に医師の診断書による更新あり
診断書：電子カルテ→紹介状・診断書類→登録済み文書→障害年金診断書
・老齢（基礎・厚生）年金、退職共済年金
・遺族（基礎・厚生・共済）年金
手帳
・身体障害者手帳1～6級
・療育手帳A・B

・精神障害者保健福祉手帳1～3級
有効期間は2年間。精神障害に係る初診日から6か月を経過した日以後における医師の診断書か、障害年金証書等の写しのいずれかの添付が必要
診断書：電子カルテ→紹介状・診断書類→登録済み文書→障害者手帳診断書

重度心身障害者医療費助成制度
例）青森県
①身体障害者手帳1・2級
②身体障害者手帳内部障害3級（免疫機能障害と肝機能障害は除く。）
③精神障害者保健福祉手帳1級
④療育手帳A
※65歳以上で新たに重度障害者となった方や生活保護受給者は対象外
対象者に対する医療費助成方式
	社会保険・後期高齢者医療保険
	原則として償還払い（市町村から還付）

	国民健康保険
	住民税課税世帯
	原則として現物給付
（重度心身障害者医療費受給者証）
	一部自己負担あり
（1割）

	
	住民税非課税世帯
	
	窓口払いなし
（0・なし・空欄）


障害福祉サービス
障害支援区分は区分1～6
相談支援専門員はサービス等利用計画を作成
診断書：電子カルテ→紹介状・診断書類→登録済み文書→医師意見書
介護保険
要介護度は非該当、要支援1・2、要介護1～5
介護支援専門員（ケアマネージャー）は居宅サービス計画を作成
診断書：電子カルテ→紹介状・診断書類→登録済み文書→主治医意見書
